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歯科医師国家試験
	 	

この1冊！
に合格

◆歯科医師国家試験対策
◆CBT対策
◆定期試験対策
◆授業の予習・復習
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興奮性組織

・細胞膜における物質輸送の種類と機構を説明できる．
・静止膜電位を形成する機構を説明できる．
・活動電位の発生と興奮伝導，シナプス伝達の機構を説明できる．
・代表的な神経伝達物質の種類と発生する後シナプス電位について説明で

きる．
・筋組織の種類を列挙し，それぞれの特徴を説明できる．
・骨格筋の興奮収縮連関を説明できる．

Chapter 1

Check Point

Ⅰ．細胞膜における物質輸送

A 	細胞膜の構造

1）細胞膜の構成：脂質二重膜
　脂質二重膜に細胞膜機能を担うタンパク質がモザイク状に埋め込まれ

ている．

膜貫通タンパク質

糖鎖

周辺タンパク質

膜表在型タンパク質

コレステ
ロール

糖脂質

細胞外

細胞内

細胞膜

脂質二重膜

リン脂質
（細胞膜の
主要脂質）

　　　リン脂質：約 65％

脂質　コレステロール：約 25％（細胞膜の硬さや流動性を規定する）

　　　糖脂質：10％以下（ガングリオシド，セラミド）
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Ⅰ．体液の区分と組成 よくでる

体液と血液

・体液の区分と電解質組成を説明できる．
・血液に含まれる細胞成分（血球）の種類とそれぞれの役割を概説できる．
・止血の過程と血液型を説明できる．
・ABO 式血液型，Rh 式血液型について説明できる．

Chapter 2

Check Point
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Ⅰ．感覚の分類

身体内部の痛み
臓器の急激な伸展・収縮，体内の炎症

受容器が肉眼で
は認識できず，
基本的に身体中
どこにでも存在
している感覚

特殊感覚

感覚

一般感覚 体性感覚

内臓感覚

視覚
聴覚
嗅覚
味覚
平衡覚
（前庭覚）

皮膚感覚
（表在感覚）

深部感覚
（固有感覚） 

臓器感覚

内臓痛覚

触圧覚
（振動覚）

＋ 深部痛覚

痛覚

温度覚

血圧や血糖値など身体の内部情報

受容器が特殊化している（受容
器の存在が外見から識別できる）
感覚
受容器が特定の部位に存在

感覚機能

Chapter 7

・感覚の種類と受容器，適刺激を説明できる．
・�体性感覚の受容器と情報を伝える神経線維の種類（特徴）を説明できる．
・痛覚の特徴と軸索反射・関連痛を説明できる．
・深部感覚と臓器感覚（内臓痛覚）の特徴を説明できる．

Check Point
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Ⅰ．顔面皮膚の感覚

A 	ヒト顔面皮膚の感覚神経支配

・顔面の皮膚感覚を支配する神経は三叉神経
・眼神経（第 1 枝），上顎神経（第 2 枝），下顎神経（第 3 枝）支配領域

が明瞭に区分される．

・顔面皮膚から頭皮（後頭部を除く）までほとんどの領域を支配している．

B 	顔面皮膚感覚の特徴

・体幹四肢部の皮膚よりも

鋭敏

・正中部で鋭敏で，周辺部

に移行するにつれて鈍に

なる．

・特に鋭敏な領域：鼻尖，

オトガイ，上下唇中央部，

口唇外皮部，鼻周囲部皮

膚 二点弁別閾，触閾値とも
指先に匹敵する！

顎・口腔・顔面皮膚の体性感覚

Chapter 11

・顔面皮膚感覚の特徴と感覚神経支配を説明できる．
・歯根膜の役割と歯根膜感覚の特徴を説明できる．
・歯髄と象牙質での痛覚発現の機序と特徴を説明できる．

Check Point

滑車上神経

滑車下神経

外鼻神経

眼窩上神経

頸横神経

オトガイ神経
頰神経

眼窩下神経

耳介側頭神経

頰骨顔面枝

頰骨側頭枝
涙腺神経

大耳介神経

眼神経［V1］支配領域
上顎神経［V2］支配領域
下顎神経［V3］支配領域
脊髄神経支配領域
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・咬合・下顎位・下顎の限界運動については『パーフェクトマスターク

ラウンブリッジ補綴学』『パーフェクトマスター全部床義歯補綴学』参

照．

・咀嚼筋と下顎運動，下顎関節の運動については『パーフェクトマスター

口腔解剖学』参照．

Ⅰ．下顎運動の調節機構

1）中枢性の調節
　運動の企画・プログラム（大脳皮質），運動開始の誘発，運動の円滑化

（大脳基底核）

2）末梢性の感覚によるフィードバック調節
・効果器（咀嚼筋）の運動状況によるフィードバック調節

・閉口筋（筋紡錘），顎関節，歯根膜などの固有感覚情報により，筋活動

を制御する．

　

・筋紡錘からの固有感覚情報➡筋活動をフィードバック調節
・閉口筋・舌筋は筋紡錘が豊富，開口筋は筋紡錘がほとんどないか少ない．

CHECK!　筋紡錘からの固有感覚情報

顎運動

Chapter 13

・下顎運動の調節機構を説明できる．
・下顎反射の種類とそれぞれの反射弓を説明できる．

Check Point


